
山間・中山間地向き水稲新品種を育成

「 中 部 1 1 1 号 」 、 「 中 部 糯 1 1 4 号 」「 中 部 1 1 1 号 」 、 「 中 部 糯 1 1 4 号 」

水稲「中部111号」は、いもち病無防除で栽培できます

中部１１１号 ミネアサヒ

いもち病無防除栽培での中部１１１号
（右のミネアサヒは、枯死している。）

中部１１１号 ミネアサヒ

いもち病無防除栽培での中部１１１号
（右のミネアサヒは、枯死している。）

食味は「ミネアサヒ」、「コシヒカリ」並み

にとてもおいしく、いもち病にごく強い特
性を兼ね備えた画期的な品種です。

次の世代に安心・安全なお米を届けたい次の世代に安心・安全なお米を届けたい

紫黒糯水稲「中部糯114号」は、鮮麗な赤色みりんができます

中部糯114号 従来の糯中部糯114号 従来の糯

赤色みりん赤色みりん 従来のみりん従来のみりん

本県山間・中山間地域では、いもち病

の発生が、水稲の安定生産を阻害する
大きな要因です。

「中部111号」は、いもち病にごく強い抵抗性を
持ち、いもち病に対する農薬防除を省略できま
す。このため、消費者の中山間地域に対するク
リーンなイメージに合致する減農薬栽培米が生
産できます。

「中部糯114号」は、機能性成分であるアントシアニン含量を豊富
に含みます。食品工業技術センターと共同開発した新みりん製造
法（特許申請）を用いて醸造すると鮮麗な赤色を呈する、新タイプ
のみりんができます。

山間・中山間地の冷涼な気候を生かした差別
化、高付加価値化できる紫黒糯米を育成しまし
た。

２００７愛知県農業総合試験場の１０大成果


